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人生人生のの最終段階最終段階とと
透析療法透析療法 ― 緩和ケアと

    ACP の役割

　　人生の最終段階における透析療法をめぐる諸問題が深刻さを増しています。高齢患者に対する透析療法の医学的・倫理的な問題をはじめ、人生の最終段階における透析療法をめぐる諸問題が深刻さを増しています。高齢患者に対する透析療法の医学的・倫理的な問題をはじめ、

緩和ケアの確立へ向けた技術的な課題、最終段階を生きる患者の実存的な苦痛への対応、さらに生命維持治療としての透析療法の終了時期に緩和ケアの確立へ向けた技術的な課題、最終段階を生きる患者の実存的な苦痛への対応、さらに生命維持治療としての透析療法の終了時期に

関わる患者の価値観・死生観と医療者の職業的倫理観をめぐる葛藤など、難問が山積しています。関わる患者の価値観・死生観と医療者の職業的倫理観をめぐる葛藤など、難問が山積しています。

　本シンポジウムでは、透析療法を受けているがん患者の事例をもとに、がんによって最期のときを迎えるはるか前に患者が維持透析の　本シンポジウムでは、透析療法を受けているがん患者の事例をもとに、がんによって最期のときを迎えるはるか前に患者が維持透析の

終了を希望した場合に、何に基づきどのように対応すべきかを検討します。患者から「もう終わりにしたい」と言われたら、どうしますか？ 終了を希望した場合に、何に基づきどのように対応すべきかを検討します。患者から「もう終わりにしたい」と言われたら、どうしますか？ 

全人的にケアするとはどのようなことでしょうか？ 本人らしい人生の最終段階を実現するための意思決定支援は？全人的にケアするとはどのようなことでしょうか？ 本人らしい人生の最終段階を実現するための意思決定支援は？ ACPACP は？ 緩和ケアのあり方は？は？ 緩和ケアのあり方は？

透析療法のみならず諸々の領域で医療者が直面するこうした難問について具体的に検討し、現場の実践への示唆を得たいと思います。ご一緒に透析療法のみならず諸々の領域で医療者が直面するこうした難問について具体的に検討し、現場の実践への示唆を得たいと思います。ご一緒に

考えてみませんか。考えてみませんか。

会場：東京大学 本郷キャンパス  安田講堂

午後 1 時 〜 午後 5 時日時：2020年 3月1日（日）

共同主催：東京大学大学院 人文社会系研究科 死生学・応用倫理センター 上廣死生学・応用倫理講座
　　　　　一般社団法人 日本老年医学会
　　後援：一般社団法人 日本腎臓学会／一般社団法人 日本腎不全看護学会／ NPO 法人 日本腎臓病協会
　　  協力：  AMED 柏原班「高齢腎不全患者に対する腎代替療法の開始／見合わせの意思決定プロセスと最適な緩和医療・
　　　　       ケアの構築」会田分担班

お申し込み方法
2020年 1 月中旬より「上廣死生学・応用倫理講座」のサイトにて受付いたします。（参加無料）
　　　http://www.l.u-tokyo.ac.jp/dls/
予約開始日などに関する詳しい情報は「死生学・応用倫理センター」メールマガジンでご案内いたします。メルマガ
へのご登録は、「上廣死生学・応用倫理講座」のサイトの画面左下の「メールマガジン登録」からお願いします。
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こちら


